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ご入学、ご進級おめでとうございます 
 

 お子様のご入学、ご進級おめでとうございます。  

 今年度も引き続き校長の役職を努めさせていただき

ます、冨田  佳泰（とみた  よしやす）です。昨年度

末に令和１２年度開校予定の小中一貫校開校準備委員

会が組織され、協議が始まりました。今年度から本格

的な開校準備が始まります。保護者の皆様、地域の皆

様に支えていただきながら吉川小学校の取組を充実さ

せ、新たな取組も取り入れながら、さらに吉川小学校

を発展させ、新しく設立される小中一貫校へとつない

でいけるよう精一杯努力してまいりますので、どうぞよろしくお願い申

し上げます。  

 さて、子どもたちは進級し、希望を膨らませ元気に登校しました。  

１０日（金）には、２６名の１年生を迎え、全児童１７３名でのスター

トとなります。子どもたちの「好き・やってみたい」気持ちを大切にし、

チャレンジできる機会をたくさん創出する教育活動を行っていきたいと

思います。  

本校の学校目標「心豊かに  たくましく  学びを深めあえる子の育成」

を念頭に置き、子どもたちが、ふるさと三木・吉川の魅力を実感し、ふ

るさとを大切に未来に向かって夢を大きく持ち続ける学校づくりに努め

てまいります。  

  

 

 

 

 

 

 今年度は、吉川町内４小学校が統合し５年目（開校６年目）となりま

す。小中一貫教育実践推進校として、吉川中学校との交流を進めてきま

したが、昨年度は学校行事である「小中合同運動会よかフェス」の開催

を実現することができました。一大イベント「運動会」を中学校と合同

で行うことで、中学生のリーダー性の育成とともに、小学生への良い教

育モデルとしての効果を実感することができました。雨による早目の閉
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・主体性  何事にも前向きに挑戦し、自分で考えて行動できる児童  

・協調性  対話をしながらより良い方向性を見出そうとする児童  

・創造力  目標や夢をもち、先を見通しながら粘り強く努力する児童  

 

めざす 12 歳児童像  



会となりましたが、昨年の進行状況を踏まえて、今年度は競技内容をさ

らに充実させた「よかフェス」を企画することができると期待していま

す。吉川中の先生方、子どもたちの意見も取り入れながら協力してより

良い行事へと進化させていきたいと思います。  

また授業においては、「子ども主体の授業づくり」を継続します。ここ

２年で、「とことんスタディ（とこスタ）」の実践が定着してきました。

決められた期間内で、決められた学習内容を自分で計画し、学習を進め

ていく取組にチャレンジし、自分のペースで、わからないことを質問し

たり、教えあったりしながら学習に取り組む姿

が育っています。今年度は「とこスタ」をさら

に上手に進められるよう、一斉学習の中に学習

係や司会進行役の児童が授業を進行する形を取

り入れ、話し合いを上手に進める力の育成に取

り組みたいと思います。ただ答えを見つけるだ

けでなく、なぜその答えになるのか、なぜその

解きかたが正しいのかを話し合い、みんなが納

得できる合意形成の場を多く経験させていきた

いと考えています。学習課題を解決する上で、

必要な情報を出し合い、その中で特に有効なも

のが何かを分析し、活用する経験をみんなで積

み上げ、「とこスタ」の学習場面でそれを上手に活用できるように一斉

授業を工夫していきたいと思います。  

 次に心の通い合う学校づくり、学級づくりをめざし、引き続き教科担

任制、チーム担任制の充実を進めます。複数の教師が学級にかかわるこ

とで、相談窓口が増え、安心感を与えるとともに、教職員にとっても、

情報共有の場、相談の場が増え、教育活動の工夫改善に効果が出てきて

います。今年度も１・２年、３・４年、５・６年のチーム担任制とし、

子どもたちの見守り、指導、支援の充実をめざします。複数の見守りと

継続的な指導、支援の充実をさらに進めるため、特別支援学級担任のほ

か、教科担当も各学団のチーム担任に加わり、学級活動の指導を行うク

ラス担任と協力して日々複数教員での支援が実現できるようにチーム担

任制を継続します。  

子どもたちの様子を見守り、必要に応じて個別支援を行えるよう、チ

ーム担任が連携して、教室及び昨年度より設置された「サポートルーム」

を活用して子どもの安心・安全な環境を生み出していきたいと思います。

そこに、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、サポー

トルーム担当指導員、特別支援教育指導補助員等チーム担任外で活躍す

る教職員とも連携を図り、個別支援の充実を進めていきます。  

 保護者の皆様、地域の皆様にはお世話になりますが、本校の教育活動

に対しまして、引き続き、ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上

げます。    
学校長  冨田  佳泰  

 


